製品別比較表（標準医薬品との比較） 案
2024年4月改訂
	
	後発医薬品
	標準医薬品

	製品名
（一般名）
	アセトアミノフェン錠200mg｢JG｣
（アセトアミノフェン）
	カロナール錠200

	販売会社名
（製造販売会社名）
	日本ジェネリック
（長生堂製薬）
	

	薬価
（標準医薬品との差）
	6.70円/錠
（0.00円/錠）
	6.70円/錠

	規格
	1錠中　日局 アセトアミノフェン200mgを含有

	薬効分類
（標準商品分類番号）
	解熱鎮痛剤

（871141）

	効能又は効果
	○各種疾患及び症状における鎮痛
○下記疾患の解熱・鎮痛 

急性上気道炎（急性気管支炎を伴う急性上気道炎を含む）

○小児科領域における解熱・鎮痛 
【標準医薬品に同じ】

	用法及び用量
	〈各種疾患及び症状における鎮痛〉
通常、成人にはアセトアミノフェンとして、1回300～1000mgを経口投与し、投与間隔は4～6時間以上とする。なお、年齢、症状により適宜増減するが、1日総量として4000mgを限度とする。また、空腹時の投与は避けさせることが望ましい。
〈急性上気道炎（急性気管支炎を伴う急性上気道炎を含む）〉
通常、成人にはアセトアミノフェンとして、1回300～500mgを頓用する。なお、年齢、症状により適宜増減する。ただし、原則として1日2回までとし、1日最大1500mgを限度とする。また、空腹時の投与は避けさせることが望ましい。

〈小児科領域における解熱・鎮痛〉
通常、幼児及び小児にはアセトアミノフェンとして、体重1kgあたり1回10～15mgを経口投与し、投与間隔は4～6時間以上とする。なお、年齢、症状により適宜増減するが、1日総量として60mg/kgを限度とする。ただし、成人の用量を超えない。また、空腹時の投与は避けさせることが望ましい。
【標準医薬品に同じ】

	添加剤
	乳糖水和物、結晶セルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、サッカリンナトリウム水和物、ステアリン酸マグネシウム、香料（l-メントール）
	乳糖水和物、結晶セルロース、部分アルファー化デンプン、ポリビニルアルコール（部分けん化物）、ステアリン酸マグネシウム、香料

	製品の性状
	白色の割線入り素錠
	本剤は白色の割線入り錠剤で、わずかにメントールのにおいがあり、味は苦い。

	
	直径(mm）
	厚さ（mm）
	重量（mg）
	本体表示
	直径（mm）
	厚さ（mm）
	重量（mg）
	識別コード

	
	9.0
	3.5
	253
	
	10.0
	3.3
	300
	

	
	[image: image2.emf]
	[image: image3.emf]
	[image: image4.emf]
	ch 112

アセトアミノフェン
200　ＪＧ
	
	
	
	

	規制区分
	-

	貯法
	室温保存
	室温保存

	品質再評価
	オレンジブック総合版 （承認）
	オレンジブックNo.12 (公示)

	標準製剤との同等性
	生物学的同等性試験
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生物学的同等性試験結果により、標準医薬品と同等と評価されている

	備考
	

	連絡先
	


